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（
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神
）
稚
日
女
尊
、
衣
通
姫
尊

（
交
通
）
近
鉄
大
和
朝
倉
駅
か
ら
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
近
隣
に
無
料
駐
車
場
あ
り

（
電
話
）
な
し

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

美
女
の
産
湯
伝
わ
る
井
戸

万
葉
集
に
う
た
わ
れ
る
忍

坂
山
（
外
鎌
山
）
山
麓
の

古
道
・
忍
坂
街
道
沿
い
に
玉

津
島
明
神
の
小
さ
な
ほ
こ
ら

が
あ
り
ま
す
。
忍
阪
集
落
内

に
は
、
舒
明
天
皇
陵
、
万
葉

歌
人
の

鏡

王
女
墓
、
日
本

最
古
の
石
造
浮
彫
の
伝
薬
師

三
尊
像
（
重
文
）
を
安
置
す

る
石
位
寺
が
あ
り
、
記
紀
万

葉
故
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

古
事
記
に
よ
る
と
、
祭
神

の
稚
日
女
尊
は
天
照
大
神

の
妹
神
、
衣
通
姫
尊
は
第

代
允
恭
天
皇
と
忍
坂
大

中
姫
の
皇
女
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

衣
通
姫
は
忍
阪
の
地
で
生

ま
れ
、
そ
の
時
使
っ
た
と
さ

れ
る
「
産
湯
の
井
戸
」
の
石

積
み
跡
が
境
内
近
く
に
残
っ

て
い
て
、
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
境
内
の
隅
に
あ

っ
た
石
の
井
戸
枠
に
新
た
に

井
戸
が
掘
ら
れ
、
掘
り
出
し

た
石
積
み
の
石
を
底
に
敷
き

詰
め
て
再
現
し
て
い
ま
す
。

衣
通
姫
は
記
紀
と
も
に
絶

世
の
美
人
と
い
わ
れ
、
そ
の

美
し
さ
は
衣
を
通
し
て
輝
い

て
い
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が

付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

古
来
よ
り
こ
の
村
に
生
ま
れ

た
女
の
子
は
、
こ
の
井
戸
の

水
を
産
湯
に
使
う
と
美
し

く
な
る
と
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。毎

年

月
初
め
に
忍
阪
区

が
主
催
す
る
「
忍
坂
街
道
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
玉
津
島
明
神

を
含
め
た
名
所
旧
跡
を
巡
る

歴
史
ウ
オ
ー
ク
が
行
わ
れ
、

多
く
の
歴
史
愛
好
者
が
記
紀

万
葉
の
世
界
に
浸
り
な
が
ら

歩
み
を
満
喫
し
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

𠮷
川
康
司
）

玉
津
島
明
神
の
ほ
こ
ら
（
左
）
と
境
内
に
再
現
さ
れ
た
井
戸
（
右
）

‖
桜
井
市
忍
阪
で


